
東京女f体育大学紀要 第35号 2000 59 

新体操の歴史的変遷と採点規則の変化について

高橋衣代

報告にあたって

新体操競技の始まりは、 1963年にハンガリーのブ

タペストで第 1回世界新体操選手権大会が行われ

た。それ以前、新体操はどのように行われていたの

であろう。新体操競技のルーツを知り、どのように

変化してきたのかを追求したい。更に新体操の歴史

的変遷と採点規則が変化することによって競技に及

ほす影響について考え、新体操競技は何を重要とし

ているのか、採点規則の内容も合わせて研究したこ

とを報告する

報告の内容

新体操のルーツ、世界選手権大会の歴史は文献資

料により研究する。採点規則はFIG （国際体操連

盟）採点規則1973年度版1990年度版と 1998年度版に

より比較し、下記の事項について研究する。

1.新体操のルーツ

2.世界新体操選手権大会の歴史と変遷

3.採点規則1973年度版、 1990年度版と 1998年度版

における個人競技の点数配分と構成内容についての

比較

結果

1.新体操のルーツ

始めに、体操について考えてみよう。体操は文献

によれば、 18世紀ごろヨーロッパに広まった体育の

ひとつの近代形態であると言われている。その名称

はグーツムーツがくギムナスティークGymnastik>

というドイツ語を使用したのがはじまりである。こ

の名称の由来は古代ギリシャに源がある。古代ギリ

シャ語のギュムナスgymnos（裸体の、軽装の）と

いう形容詞にテクネーtechne（技術）という語がつけ

加えられて作られたギュムナステイケ-gymnastike 

がその語源と言われている。古代ギリシャにおける

ギュムナステイケーは、裸体で身体を訓練する技術

を意味していたい。身体訓練の意図のもとに意識

的に行う運動方法である。古代ギリシャ人はスポー

ツを愛好し、調和のとれた美しい身体を理想とする

美意識をもっていた 2)。この点は単にスポーツを

愛好するだけでなく、芸術的価値観が、スポーツの

中に生かされていたのではなかろうか。私は、この

古代ギリシャ人のスポーツを愛好する事によって、

調和のとれた美しい身体を理想とする美意識と芸術

価値観は、現在の新体操の価値観においても共通す

る因子であろうと考える。ギュムナステイケーは、

走、跳、投等の陸上競技的要素の運動とレスリング、

ボクシングなどの格闘技がおもな内容であった。現

代の体操より広範囲の運動を扱っていたGymnastics

という術語は競技的スポーツよりも広義に解せら

れ、「体育」の意味に使用されていた。 FIGでは、

体操の目的を次のように明記している。「体操」と

いう「合理的な身体の諸運動」の実践を通じて、男

女体操家の身体的道徳的な発達に尽力することにあ

りと（第 1目的）されている。従ってパリの第2回

オリンピック大会で体操の種目に高跳び、幅跳び、

綱引きなどの種目が加えられ「混合競技」が採用さ

れていた 1-14虹）。ただ 1つのスポーツ種目を競うだ

けでは身体の調和的な発達は実現できないという考

えによるものである。また、技術の勝敗だけに集中

することは偏向した人間を作るといった思想があっ
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た。この思想は、他のスポーツ団体と違って、 FI 

Gに体操的な世界観と教育観を意識させていった。

18世紀の後半になると、ヨーロッパ各国の体操クラ

ブは地区的な団体を作り、全国的な組織へ発展して

いく。体操連盟を組織化したのはドイツが最も早く

1860年で第 1回の「ツルンフェスト」が挙行されこ

の時、体操の全国組織が結成された。この体操祭に

は、徒手体操や器械体操の実演会や競技会が行われ

た。体操以外の各種の競技も行われた。その後、ベ

ルギー、オランダ、フランス等の国々が体操連盟を

結成していった 4)。1881年にはF.I.G(Federation 

International Gymnastic) 国際体操連盟発足。当時

はヨーロッパ体操連盟 (F.E.G)であった。 1921年、

FIGに改称した。

日本ではく体操＞の語が使われたのは幕末期で

1841年高島秋帆が洋式調練を実演し、この訓練の初

歩的段階に体操が実施された。これが器械体操や陸

上競技の原型であったといえるい。

1868年福澤諭吉がく西洋事情＞で身体の健康を保

つ運動場のある事を紹介し1868年以降、慶応義塾で

保健体育を羹励した。

1874年に陸軍戸山学校（陸軍体育学校）で、フラ

ンスからデュクロ (F.J.Ducros) を招いて体操の教

官としている。 1887年になると課外の部活動として

器械体操が行われるようになる。慶応義熟の体育会

に器械体操部が設立されたのは1892年である卜12頁）。

新体操のルーツについて考えてみよう。まず、新

体操の特徴として手具を使用することが挙げられ

る。女性用手具体操の歴史は古いがヨーロッパでは

1920年代にドイツを中心に「体操改革運動」が起り、

第1次世界大戦後、新しい思想や運動となっていっ

た。 1922年にはベルリンにおける「芸術的な身体運

動に関する会議」で新体操の方向が確認され、 1925

年にはドイツ体操連盟のもとに新体操の原動力とな

りやがてヨーロッパ諸国に普及していった 3)。

ドイツのメダウ (H.Medau)はリズム体操を学び、

体操の中にいろいろな手具（ボール、こん棒、なわ、

タンバリンなど）を持ち込み手具体操の体系化を図

った、手具とは、手に持って運動出来る道具を意味

し、ボール、こん棒、なわ、リボン、輪等多くの種

類がある。

1929年にはベルリンにメダウ学校を建設し、体

操<ModernGymnastics>の指導者養成に取り組ん

だ。体操の中に手具を取り入れ、手具体操の基盤を

作ったメダウの体操、モダンギムナスティックは現

在新体操と呼ばれている違いがあるが内容は共通し

ている。ヨーロッパにおける他の国についてみてみ

ると、旧ソビエトでは1930年代芸術体操と呼ばれ

1945年新体操という名称が誕生した。 1949年には第

1回ソビエト選手権大会が行われ、 1954年手具が決

められ、なわ、輪、ボール、リボンが行われ、遅れ

てこん棒が加えられ、現在と同じ5種目となった。

同時に身体的技術統一のため、手具なしの徒手の規

定演技も行われたい。

ブルガリアでは、 1952年に新体操共和国競技会が

開催され、これを“新体操競技誕生の日'’、として

いる。それ以前にも体育大学で手具を使用していた。

このようにヨーロッパにおいて競技会が行われてい

った。

1951年＜モダン体操＞という概念が正式に承認を

受けく国際モダン体操連盟＞が発足した。日本でく

新体操競技＞と呼んでいる新体操とはくModern

Gymnastics>のことを意味し、メダウの言う＜モダ

ン体操＞と同義であると言われている。

日本での新体操の始まりは、 1878年＜体操伝習

所＞が設立されこの時教授として招聘されたリーレ

ンド (G.A.Leland) は軽体操（普通体操）を指導し

たこの内容が徒手体操と亜鈴や球竿、椙棒などの手

具体操であった。これが新体操の原型であろうと思

われる。

学校に於いては、旧来の形式体操から脱皮し、自

然思想に基づく新しい体操即ちリズム体操に目を向

けるようになった。それを逸早く導入したのが現在

の東京女子体育大学の前身東京体操音楽学校であっ

た。校長の藤村トヨは、 1928年欧米の体育視察に出

かけ、 ドイツの自然の動きを尊重する体操に魅せら

れた。帰国後、 ドイツの自然運動を取り入れ、リズ

ム太鼓を使用して実際に行った。再度ドイツに留学、

更に、ベルリン大学からワルター（体操）ブラント

（ダンス）の両女史を迎え、自然運動の理解と普及
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につとめた。とくに女子には腹と腰の力が必要であ

るという観点からドイツより木製の平行棒と鞍馬を

取り寄せ指導した1-83頁）。これが日本女子の体操競

技の芽生えである。

新体操の名称については、日本では団体徒手体操

と言われていた1946年日本体操協会が設立された。

1949年には国民体育大会で新体操の団体徒手が行わ

れ1968年全日本学生体操競技連盟は団体体操の名称

を「新体操J個人競技が入ることによりと改称し現
在に至っている。

FIGは、新体操の名称を1973年Modem Sportire 

Gymnasticsとした。 1977年Rhythmic Sportive 

Gymnastics。1998年にはRhythmic Gymnasticsとした。

2.世界新体操選手権大会の歴史と変遷

世界大会としての新体操のはじまりについては、

1950年第12回世界体操競技選手権大会のとき、体操

競技の 1種目として手具を持って行う音楽伴奏の団

体演技が手具体操のはじまりと言われている。しか

し、これは採点や運営上の問題から1956年第16回メ

ルボルンオリンピックを最後に中止となった。そし

て、 1963年にハンガリーのブタペストで第 1回世界

新体操選手権大会開催となり現在へ至る 1-14貝）。日

本の新体操が世界に進出したのは1969年のバルナ大

会であるから体操から比較すると37年遅れての参加

となる。オリンピックは、 1984年の大会で初めて新

体操の種目が取り入れられた。同じロサンゼルスの

地であるが52年後の大会である。このように体操競

技と比較し新体操の歴史は浅いが，世界選手権大会

への参加、そしてオリンピックヘの種目が決定され

た事により、多くの人々に新体操が知られるように

なった。また、世界の各国と競技する事により、日

本の新体操の競技力は次第に向上し、各地に新体操

愛好者、競技者を増加させ、新体操の発展に結びつ

いていったと考えられる。

世界新体操選手権大会は第1回、第2回までは個人

総合競技のみが行われ，団体競技は第3回1967年コペ

ンハーゲンの時初めて行われた。

第1回は旧ソビエトのスカビンコワ選手が優勝、

第2回は旧チェコスロバキアのミセコバ選手が優勝

している。 1975年共産主義国不参加の大会で旧西ド

イツのリッシャー選手が優勝したがその他の大会で

は，旧ソビエトとブルガリアが優勝している。 1998

年までに旧ソビエトは8回、ブルガリア 8回で同様

に優勝している。西ドイツ 1回、チェコスロバキア

1回、ソビエト崩壊後ウクライナ 1回となっている。

共産国不参加やドイツ、チェコスロバキア、旧ソ

連の国の変化が世界新体操選手権にも、変化をもた

らしたことがわかる。

現ロシアとブルガリアは、同数の優勝で世界を制

覇し歴史のある国が世界で優秀な成果を残している

ことがわかる。

日本は1969年第4回ブルガリアのバルナ大会に初

参加した。この時日本の団体は初参加であったが、

第5位の成績であった。個人は種目別のみの出場で

1971年、キューバのバハナ大会から個人総合に参加

し団体とともに個人競技も参加した。

日本は1969年第4回世界新体操選手権大会（バル

ナ）で団体初参加ではあるが5位の成績をとってい

る。

1971年第5回世界新体操選手権大会（ハバナ）で

個人総合初参加し21位、団体5位でこの大会から団

体、個人総合共に参加している。 1975年世界新体操

選手権大会（マドリット）で共産国不参加により個

人で森野容子選手が8位の成績をとっている。

オリンピックヘの参加は，1984年オリンピックロサ

ンゼルス大会に個人競技のみが正式種目となった。

この大会に日本から山崎浩子選手、秋山エリカ選

手が出場している。この時共産国不参加で、カナダ

のロリーファン選手が優勝した。日本は山崎浩子選

手8位、秋山エリカ選手13位であった。その後、オ

リンピックに団体種目も加わったのは、 1996年アト

ランタ大会からでこの大会から団体と個人の両種目

が行われるようになったこの大会は日本の団体は

出場資格がとれず個人のみが参加した。

3. 採点規則1973年度版、 1990年度版、 1998年度

版個人競技における個人競技の点数配分と構成内容

についての比較

今回は個人競技について比較してみよう。



62 高橋衣代

表1 FIG（国際体操連盟）発足と新体操競技会の歴史

1881年IFI G (Federation International Gymnastics) 
国際体操連盟発足当時ヨーロッパ体操連盟

(FEG)であった。
1921年 FIGに改称された。
1952年 FIG総会開会、新体操もこの中に含まれていた。
1954年技術委員会設立（手具の決定：なわ、輪、ボー

ル、リボン、その後こん棒が加えられ5種目）
同時に手具なしの徒手の規定も行われた。

1930年全日本体操連盟設立
1940年オリンピックは第2次世界大戦の為中止

1944年 同上
1949年国民体育大会で新体操の団体徒手が行われた。

195(）年 FIG総会で日本体操協会国際復帰。
1958年第 1回全日本体操学生選手権大会開催。

1967年デンマークの第 3回世界選手権大会を日本から

視察。
1968年1全日本新体操学生選手権大会開催、個人競技と

して徒手となわの2種目が行われた。
1963年I第 1回世界新体操選手権大会。

（プタペスト・ハンガリー）個人競技のみ

1965年I第2回世界新体操選手権大会。
（プラハ・チェコ）個人競技のみ

1967年I第3回から団体演技も加わった。
（個人と団体競技により 2年毎に開催された）

1969年I第4回から日本参加。
（団体競技参加。個人競技種目別参加）

1971年 第5回から日本は団体総合と個人総合競技参加

1984年オリンピックロサンゼルス大会個人競技初参加

1988年オリンピックソウル大会個人競技参加
1992年オリンピックバルセロナ大会個人競技参加
1994年オリンピックアトランタ大会。
個人競技、団体競技初参加
（日本は個人競技のみ参加）

(FIGプリテンに基づき執筆者作成）

1973年には、個人の種目の中に、徒手体操が行わ

れていた。この点は1980、1998年と大きく異なる点

であろう。現在新体操競技の特徴は手具を使用する

事が挙げられるが、初めは徒手という手具を使用し

ない演技があった。更に、手具体操として、現在と

同様のボール、なわ、輪、帯状布、こん棒その他と

なって手具も使用されていた。 1990年、 1998年は共

に、なわ、輪、ボール、こん棒、リボンの中から 4

手具の合計で個人総合が行われていた。 1990年競技

Iから競技mまであり、競技 Iの国別競技の上位26

位の選手が個人総合に出場出来る。但し各国2名以

内とするという事は、多くの国から個人総合に出場

出来るようにという理由によるものである。 1998年

には、競技I～第V競技まであるようになった。

競技の国別競技で30位までの選手が個人総合に参

加できるように変化した。そして国別競技決勝競技

表2 世界新体操選手権大会、開催地、開催年

1963年 第1回 ブタペスト大会〈ハンガリー〉

1965年 第 2回 プラハ大会〈チェコスロバキア〉

1967年 第 3回 コペンハーゲン大会〈デンマーク〉

1969年 第 4回 バルナ大会〈ブルガリア〉

1971年 第 5回 ハパナ大会〈キューパ〉

1973年 第 6回 ロッテルダム大会〈オランダ〉

1975年 第 7回 マドリッド大会〈スペイン〉

1977年 第 8回 バーゼル大会〈スイス〉

197B年 第 9回 ロンドン大会〈イギリス〉

1981年 第10回 ミュンヘン〈酉ドイツ〉

1983年 第11回 ストラスプール大会〈フランス〉

1985年 第12回 パリャドリッド大会〈スペイン〉

1987年 第13回 バルナ大会〈プルガリア〉

1989年 第14回 サラエボ大会〈ユーゴスラビア〉

1991年 第15回 アテネ大会〈ギリシャ〉

1992年 第16回 プリュッセル大会〈ベルギー〉

1993年 第17回 アリカンテ大会〈スペイン〉

1994年 第18回 バリ大会〈フランス〉

1995年 第19回 ウイーン大会〈オーストラリア〉

1996年 第20回 プタペスト大会〈ハンガリー〉

1997年 第21回 ベルリン〈ドイツ〉

1998年 第22回 セピリア大会〈スペイン〉

1999年 第23回 大阪大会〈日本〉

(FI Gプリテンに基づぎ執筆者作成）

があり試合数が増加している。

種目別決勝競技が上位 8位の選手で行われるのは

変化していない。

1)構成内容と得点配分について

次に構成内容、得点配分について考えてみよう。

この難度及び構成内容、配分が大きく変化してい

る。まず1973年は、構成内容は難度要素、独創性お

よび技術価値、伴奏と演技との関係の 3点により計

7.00点、実施が3.00点である。 10点の中に構成内容

が含まれる点と、ボーナス加点がなかった事が大き

な差異であるい。

1990年には、構成内容が構成の技術的価値、多様

性、音楽と動きの関係に分かれそれぞれの内容が詳

しく示され、多くの要求が成されるようになった。
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表3 世界新体操選手権大会記録個人競技記録（個人総合）

Inl 問偕年・問偕1111. 個 J 総合 H本戚緬
1 

プ1タ9ペ6ス3ト 1 スりサう7‘‘tト‘ ‘) Jり ソピエトト連連邦邦
2 チェンJ ソピエ
3 卜うシリII¥'' プルガリア

2 1 9 6 5 lミtJIIさ チェコスロパキア
プラハ 2 クマうサ7ト／ト＼チェンJ チソビエト連邦パキ

3‘‘ ェコスロ ア
3 1 9 6 7 1 カ）W°チナ ソビエト連邦
コペンハーゲン 2 ~ゴレタ'j‘‘ 東ドイツ卜逍邦

3セ ソピエ
4 1 9 6 9 1キ`JI¥さ ブルガリア

日（個本初人総参合加は不出場）バルナ 2 ［へe／＼゚ プルガリア

2 t ュ~ク夕‘‘‘ ‘ 
2シ 01¥‘

ソビエト連津邦邦
ソピエト

5 1 9 7 1 1キ‘‘JII‘‘ ブルガリ翡ア •・・ 川五小向明林 妙み衣子さ代子 讐ハパナ 2 カル7゚チナ ソビエト
3 ナミュティディ）＼さ） ソピエト

6 1 9 7 3 l シュク‘DI¥‘ ソピエト連邦 ・•・ 黒小カ川物林 幸美衣智子代代 鼠ロッテルダム
3l キりう‘JシIネ¥JさI¥‘‘ ブルガリ卜津ア邦

ソビエ
7 1 9 7 5 1 リッシー 西西 ドイツ

l, マドリッド 2 n 7 -Vtク‘‘‘‘ン）＼・,ーク‘‘ スペドイイツン3 レ
8 1 9 7 7 

1 テ詞ルギ［ナ ソビエト連連邦邦
バーゼル 2 DI¥'' ソピエト

3 11‘ 
プルガリ且ア， 1 9 7 9 1 テルギナ ソビエト卜

ロンドン 2 トーマス ソビエ
3 カ‘I¥‘‘ 沈゚リ ソビエト

10 1 9 8 1 lうVンJI¥‘ ブルガリア
．・・ 浩倫貰子代美枝ミュンヘン 22 ぅイIりI、¥ナ‘"ト） ＼ ，， プルガリア

ブルガリア
11 1 9 8 3 1キ`オ）しFl)I‘‘ ブルガリア •・・ 大秋山塚崎山 浩裕エ子子リカストラスプール 2 イクふ‘、ナト1¥< ブルガリ連ア

2 へI]ク竺か）ーり ソビエト 邦
2 ぅレンJI¥'' ブルガリア

12 1 9 8 5 1 キ‘、オルキ‘‘IIさ ブルガリア ・•. 大秋~.Ii 塚山m 裕桂エ子子リカ 鳳）ゞ リャドリッド 2 イクゞナト1¥‘ プルガリア
3 /¥0ン／＼゚ プルガリア

13 1 9 8 7 1)¥ C))＼゚ ブルガリア ••・秋＊藤塚野山 裕エ朱子美リカ 讐パルナ 2 イク、ナト）1さ ブルガリア
2 ドナ7入力 ブルガリア

14 1 9 8 9 l ティ゚そシェンJ ソビエト連邦 •品秋山エリカ
4璽サラエボ 2 I¥）／＼゚ ブルガリア ・ 朱ゆかり

3 ス卜カ‘、ルナ7テスカ ブルガリト連ア邦 •美 42 
3 さィア ソビエ

15 1 9 9 1 1 スカルテ‘‘ィナ ソビエト連邦邦
・・・ 川大藤久野本保朱ゆ智か美美り ， アテネ 2 ティリモ）シェンJ ソビエト連

3マ）＼‘‘ ブルガリア
16 1 9 9 2 1 nティナ ロシア

・・川大本久保ゆ智か美りブリュッセル 2へC卜U/¥さ ブルガリア

3 Jし拉C卜抄［J ペラルーシ
17 1 9 9 3 1へ II‘‘ プルガリア ・•川山本田 海ゆ峰かり 憎アリカンテ 2 tv7ゞリ7‘ノスカヤ ウクライナ 15 

3 サ`リ庫‘I¥ゞ ロシア
18 1 9 9 4 1へC卜nI¥‘ ブルガリア ・山尾原朱麗子 噌lゞリ 2 がルキャリおネ}¥'' ロシア •田子 32 

2'jJ ペラルーシ
19 1 9 9 5 lへC卜D)1‘‘ プルガリア •• 山山尾田 朱海峰子 胃ウィーン l t w `リアンスカヤ ウクライナ 24 

33 ルl¥キcャテネl)ツンJナ ペラルーシ
ロシア

20 1 9 9 6 ＊個人種目なし
プタペスト

21 1 9 9 7 1 t"トリチェンJ ウクライナ •・松村氷田 里由絵香子里 胃ベルリン 2 リ7゚J7Aカヤ ロシア 19 
3 }＼ユ人リシナ ロシア

22 1 9 9 8 ＊個種目なし
セピリア

23 1 9 9 9 1カ／＼‘‘Iリ nシア ••松横永地里愛絵子 讐大阪 2ぅスルキナサJ ベラルーシ 22 
3) ¥‘‘) ＼ ` Pシア

(FI Gプリテンに基づき執筆者作成）
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表4 世界新体操選手権大会記録 団体競技記録（団体総合）

回 開催年・開催地 団体総合 日本成績

1 1963 
ブタペスト

2 1965 

プラハ

3 1967 1 ソビエト連邦

コペンハーゲン 2 チェコスロパキア くフープ6>

3 ブルガリア

4 1969 1 ブルガリア

バルナ 2 ソビエト連邦 くポール6> 日本初参加

3 チェコスロバキア ●団体総合 5位

5 1971 1 プルガリア

ハパナ 2 ソピエト連邦 くフープ3、ポール3> ●団体総合 5位

3 イタリア

6 1973 1 ‘ノピエト連邦

ロッテルダム 2 チェコスロパキア くロープ6> ●団体総合 7位

3 東ドイツ

7 1975 1 イタリア

マドリッド 2 日本 くロープ3、ポール3> ●団体総合 2位

3 スペイン

8 1977 1 ソビエト連邦

パーゼル 2 チェコスロバキア くクラプ6> ●団体総合 4位

3 ブルガリア， 1979 1 ソビエト連邦

ロンドン 2 チェコスロパキア くフープ6> ●団体総合 4位

3 ブルガリア

10 1981 1 ブルガリア

ミュンヘン 2 ソピエト連邦 くリポン3` ポール3> ●団体総合 4位

3 チェコスロパキア

11 1983 1 ブルガリア

ストラスプール 2 ソピエト連邦 くロープ3` フープ3> ●団体総合 7位

3 朝鮮民主主義人民共和国

12 1985 1 プルガリア

パリャドリッド 2 ソピエト連邦 くフープ3` ポール3> ●団体総合 6位

3 朝鮮民主主鶉人民共和国

くクラプ6> くフープ3、ボール3>

13 1987 
1 プソピルエガトリiア

1ブルガリア 1プルガリア

パルナ 2 連邦 2ソビエト連邦 2中葦人民共和国 ●団体総合 5位

3 中葦人民共和国 3中葦人民共和国 3スペイン

くクフブ6> くフープ3、ポール3>

14 1989 1 フルガリア 1プルガリア 1ソビエト連邦

サラエポ 2 ソピエト連邦 2ソビエト連邦 2プルガリア ●団体総合 6位

3 スペイン 3スペイン 3スペイン

くリポン6> くボール3、ロープ3>

15 1991 1 スペイン 1ソビエト連邦 1ソビエト連邦

アテネ 2 ソピエト連邦 2プルガリア 2スペイン ●団体総合 6位

3 朝鮮民主主義人民共和国 2スペイン 3朝鮮民主主襲共和国

くリポン6> くボール3、ロープ3>

16 1992 1 ロシア 1ロシア 1ロシア

プリュッセル 2 スペイン 2イタリア 2ウクライナ ●団体総合 9位

3 朝鮮民主主義人民共和国 3スペイン 3イタリア

17 1993 個人競技のみ行われましたc

アリカンテ

くロープ6> くフープ4、クフブ2>

18 1994 1 ロシア 1ロシア 1ブルガリア

/¥リ 2 スペイン 2プルガリア 2ロシア ●団体総合 5位

3 プルガリア 3スペイン 3スペイン

くポール3、リポン2> くフープ5>

19 1995 1 プルガリア 1スペイン 1ブルガリア

ウィーン 2 スペイン 2プルガリア 2スペイン ●団体総合 10位

3 ベラルーシ 3ロシア 3ペラルーシ

くポール3、リポン2> くフープ5>

20 1996 1 フルガリア 1スペイン 1スペイン

ブタペスト 2 スペイン 2ロシア 2ペラルーシ ●団体総合 6位

3 ベラルーシ 3ベラルーシ 3ウクライナ

21 1997 僭人競技のみ行われました 個人競技のみ行われましたc

ペルリン

くポール5> くフープ2、リボン3>

22 1998 1 ベフルーシ 1ロシア 1スペイン

セピリア 2 スペイン 2ペラルーシ 2ベラルーシ ●団体総合 8位

3 ロシア 3ウクライナ 3ウクライナ

くクフブ＞ くフーフ2、リボン3>

23 1999 1 ロシア 1ロシア 1ロシア

大阪 2 ギリシャ 2ギリシャ 1ギリシャ ●団体総合 4位

3 ベラルーシ 3ペラルーシ 1ペラルーシ

(FIGプリテンに基づき執筆者作成）
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表5 オリンピック競技記録

1984年第23回ロサンゼルス大会くアメリカ合衆国＞
団体総合 個人総合 日本人成績

I.ファン カナダ く個人総合＞
個人競技のみ行われた 2.スタイクレスク ルーマニア 山崎浩子 8位

3.ウェーバー 西ドイツ 秋山エリカ 13位

1988年第24回ソウル大会く大韓民国＞
団体総合 個人総合

1.ロバチ
個人競技のみ行われた 2.ドナフスカ

3.ティモシェンコ

ソビエト連邦

ブルガリア

ソピエト連邦

日本人成績

く個人総合＞

秋山エリカ 15位

大塚裕子 27位

1992年第25回バロセロナ大会くスペイン＞
団体総合 個人総合

個人競技のみ行われた
I.ティモシェンコ

2.パスカル

3.スカルディナ

ソピエト連邦合同チーム
スペイン

ソビエト連邦合同チーム

日本人成績

く個人総合＞

山田海峰 19位

川本ゆかり 37位

1996年第26回アトランタ大会くアメリカ合衆国＞
団体総合 個人総合

I.スペイン I.セレブリアンスカヤウクライナ

日本人成績

く個人総合＞
2.ブルガリア 2.バテリシナ ロシア 山尾朱子 18位
3.ロシア 3.ビトリチェンコ ウクライナ 山田海峰 20位

実施において、ボーナス点という加点があらわれた

ことは大きな変化である。今まで減点方法であった

が、加点が取り入れられ、熟練度、独創度、リスク

に対しボーナス加点が与えられるようになった。非

常に高い技術的完成度、ゆとり、表現力などに0.20

のボーナス点、独創的な難度や組み合わせに合計

0.20のボーナス点、更に、手具との関連によるリス

クに0.10点のボーナス点を与えるようになった 7)。

この採点規則の変化は技術を向上させ、また新しい

難度の開発等、技術のエ夫や発展に役立った。リス

クにより、演技にスピード感が出てきて、スリルの

ある難しい技術等が登場するようになった。

構成の技術の中に必須の徒手の要素を伴う高級難

度という要求がある。これは、徒手の内容を必須の

内容を定めることで徒手能力のレベルアップがなさ

れたといえる。しかし、一方で難度の追求に走り、

芸術的価値が失われないよう多様性が要求された。

また、多様性の要求は、徒手要素、手具要素におい

て、片よりをなくし、バランスの良い構成がなされ

る重要な要因であることがわかる。多様性は、ダイ

ナミズム（力動感）においても、空間使用において

(FIGブリテンに基づき執筆者作成）

も要求されている。音楽についても、動きと音楽の

調和等について重要視されている。

1998年については、構成点の中が技術的価値と芸

術的価値と分かれ、細かく内容が要求されている。

構成で10点満点、実施で10点で合計20点となった8)。

ここで、構成と実施が同等に扱われ、両方が平等に

重要視されてきた。これまで実施の価値を示す点が

少なかった事が改正され構成内容と共に、実施内容

における価値が重要視された。

技術的に難度の数が増加し、レベルも、 A, B, 

C, Dまで4段階となった。追加の難度数とレベル

により得点が高くなるように変化してきた。選手の

技術のレベルが高くなり、難度の段階が増えた難度

の組み合わせ方法も高度の技術が必要とされた。

芸術的価値は、手具要素の選択と徒手の身体要素

の選択と多様性として要求されている。

ボーナス加点としては、振り付けの独創性、音楽、

制御力が0.30のボーナス点が与えられるようになっ

た。実施のボーナス点は、表現力熟練度により0.30

のボーナス加点が与えられている。
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表6 個人競技の内容 (1973年、 1990年、 1998年の採点規則）

2)難度要素について の時すでに、平均（バランス）、体を曲げる（柔軟）

跳躍（ジャンプ）等が入れられ重要視されているこ

構成内容の中難度について比較してみよう。 とがわかる。難易度は1990年代に比べて単純であり、

レベルは低いが内容はバランスが良いと考える。

1990年では、高級難度4個、中級難度4個が要求

されている。更に、高級難度は、ジャンプ、ピボッ

ト、バランス、その他要素群からの選択となってい

る。 1973年に比べ、徒手の内容が明確に示され、バ

ランスの良い難度構成となっている。また左手での

高級難度が要求され、左右の手の使用が難度により

行われなければならない事が1973年と異なる。徒手

の内容と共にレベルが上がっている。

1998年では、難度のレベルがAからDまでの4段

階あることが大きく変化している。ジャンプ、ピボ

ット、バランス、柔軟がそれぞれ図示され、明確で

理解しやすくなっている。

それぞれの徒手能力の向上、技術の高さがよく理

解できる。これは、選手達の徒手能力の向上がこの

様なルールの変化につながったと考えられる。特に

脚の開脚の度合がジャンプで180度以上要求され、

更に上体の運動を伴う難度要素が要求されている。

バランスにおいては、挙げる脚の高さ（角度）が決

められており、軸足のかかと上げる等難しい要求が

ある。ピボットも身体の形、回転数等、高度に変化

してきている。難度に、 A+B、B+B等コンビネ

ーションが加わっていることが大きく変化している

点である。 1つの難度を正確に実施する事も難しい

が，2つを組み合わせるのは、高度な技術を必要と

する。また手具を伴うので、手具操作の巧みさ、手

具操作と徒手の調和等、高い技術、運動能力が必要

である。これらの採点規則の変化は構成における多

祖I 競技内容

1 個 徒手体操・手具体操
9 人 （ポール、なわ、輪、帯状布、こん棒、
7 総その他）
3 ^ 
年ロ

競 チーム対抗競技
技 なわ、輪、ポール、こん棒、リポン各
I 国 3名の得点合計(120点満点）に
より決定される。

i 一月1悶闘塁翌26位まで、たたー［各。II 国 2名以内とする。
年 1人 4演技により個人総合競技が

行われる。
・"――← ------------------------------------

競l競技 Iにおける各種目で上位8位
技 までの選手、但し各国 2名以内と
m する。種目別得点のみで決定され
る。 (10点満点）

選
り全＂合
予
の
合
技
総人贔ー中技

抗対
員
別

21

国

0
競
技
ー
ー
競
技
11
ー
競
技

m
ー
競
技
IV

1
9
9
8
年

------------------- ----.—• ----------

個人総合競技
競技 Iで 1位～ 30位の選手
（各国 2名以内）
-----------------------→ ------------

種目別決勝競技
競技IIの各種目で上位 8位までの
選手（各国 2名以内）
------------------------------------
国別対抗決勝

11973年度・ 1990年度・ 1998年度の採点規定に甚づき章丸筆者作成1
様性や変化をもたらす要因であろう。

3)徒手の難度について

1973年では、中級難度、高級難度の 2つに分かれ

ている。文章では述べられ図解がなく理解しにくい。

難度の運動名も波動連動、曲げる、回転等になって

いる。徒手の内容は平均運動、体を曲げる動作回転、

跳躍、姿勢、（静止運動）となっている。従って、こ
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表7-1 1973年 演技構成内容と得点配分

・演技は 0から 10点および 1/10点で採点し、次のように
配点する。

成

施
構

実
―

―

―

 

□：ご：術価値
伴奏と演技との関係 1.00 

計 7.00

5.00 

1.00 

演技

-［演技の正確性と安定性

一般印象

1.50 

1.50 
計 3.00

(1973年度版採点規則より抜粋）

表7-2 1990年 構成内容得点配分 表 7-3 1998年 構成内容得点内容

5-3点数の配分
5-3-1構成点
Alー技術的価偵 V.T
1．一般的な要求
ー出発点、 4つの単独の基礎 B梢度 2.00点
ー追加の指度数とレベル（最高 8つ）

最高 3.(X)点
技術的価偵の合計：最高 5.00、点

A2一芸術的価値 V.A
l．一般的な要求

心の統一性
一左右の手の使用の均衡
一手具要素の選択と多様性
一身体の要素の選択と多様性
ーアクロバット要素
ー構成の多様性
ー演技面の使用

彗ナス加点
一振り付けの独創性
ー音楽
ー制御力

A.構成
技術的価値・多様性・音楽 (T・V・M)・ ・6.4点満点
①構成の技衝的価値
．罪度の数とレベル
・必須の徒手の要素を伴って実施される高級難度
・手具の墓礎要素群の存在
•各手具に特有の 3 つの徒手要素の存在
•各手具に特有の技術的要求の存在
・親度の演技全体への観分
・難度要素の論理的連携
・演技面全体の使用
②多様性
・諸要素の選択（徒手要素と手具要素）
において
・ダイナミズム（力動感）において
・空間の使用において
③音楽：音楽と動きの関係
•動きと音楽の性格及び構成造について
•動きと音楽のダイナミックなコントラストにつ
いて
•動きと音楽の強弱の変化について

4.70点

0.10点
0.10点
0.10点

芸術的価伯合計：最高 5.00点

0.30点

B. 実施．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．3.00点満焦
①手具操作の技衝
②徒手の動きの技術
③リズムの実施（音楽と動き）

C. ポーナス (V.O.R) • • • • ・ • • ・ • • ・ • ・ • • 0.60点滴点
①熟練度 (Virtuosity)
・非常に高い群度位素の実
・技術的完成度
・並外れた大きさ
・実施における確実さ
・完壁なゆとり
・表現力
②独創性 (Originality)
•独立した新 t し＼i度・・・・・・・・・・・・・（）．10点満点
・組み合わせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •0.10 点満点
③リスク (Risk)
・手具との関連によるリスク・・・・・・ •0.20 点満点

J・・（）20点満点
5ふ 2構成の最終得点
技術的価値＋芸術的価値

構成合計：最高 10.00点

5-3-3実施点
B. 実施
l．一般的な技術
一手具操作の技術
一身体の動きの技術
ーリズムの実施（音楽と動き）
2. ポーナス加点
表現力： 0.10点
熟練度：卓抜な大きさをもった実施 0.10点
熟練度：欠点なしの卓抜な実施 0.10点

5-3-4最終得点
構成の最終得点＋実施の得点：最高 20.00点

9.70点

0.30点

合計 ・・・・・10.00点満点

(1990年度版採、［ば規則より抜粋） (1998年度版採、し凡規則より抜粋）
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表8 1973年徒手難度票

運動名 中級駐度 高度罪度

波動運動および l. 1/4転向とともに上（本をひねりながら波動運 l. 片脚を体前で曲げ、足先を膝につけた姿勢か

その連続 1 動をし、平均運動。 1 ら大きく波動運動、後平均運動、さらに半回

（本を曲げる動作

回転

2.テンポの早い波動運動後 1回または 2回転と
ぴ、さらに践躍。

3.片足を前に大きく出し、（本後屈両手をくるぶ

しに触れ、徐々に反りのまま上方に重心を引
き上げる。

4.深く（本後屈し、上（本をまわしながら床面に平

行に側屈。（疸立、膝座にて行なう）

転して各種平均運動。

2. 片脚を曲げて踵の上にすわり、 他の脚を後

へ伸ばし、体を前へ曲げ、胸で膝に触れ、次
に後へ反り上体と両腕とを床面に平行にする。

5.（本を前または横へ曲げて 2回転後、 2つ折の 3.片足支持脚、片足支持脚と反対の方に 2回転
前屈。 後、上（本を深く反らす。

6.半ば曲げた片膝立ちで他脚を体前へ曲げ、背 14.（本を深く反らせ、片足を後へ伸ばした姿勢か
も曲げた姿勢で 2回転後、平均運動。 ら体前屈し、脚を半ば曲げた姿勢に移るとと

7.螺旋状回転 3回以上の後、深く側屈運動。

8.片脚を振り上げ、 1回転、直ちに反対方向に 2

回転。

9. 支持していない方の脚の位置を換えて同じ回
転。 第 1回転では脚を後へ伸ばし、第 2、第 3

回では、これを体前に曲げながら連続回転。
（テンポを変える）

もに 2回転後、践躍。

(1973年度版採点規則より抜粋）



新休操の歴史的変造と採点規則の変化について

表9 1990年 徒手の動きの選択および左手の難度

1. 4つ目の高級難度についての徒手の動きは、以下のいずれ
か、演技者の自由選択に委ねられる。
• 3つの諸要素群とは別のグループに属するもの。
・諸要素の組み合わせ。
1つのまとまりを形成し、中間にステップを入れずに連
続して実施される 2つ以上の中級難度は 1つの高級難度と
見なされる。

例：・中級レベルのジャンプの 2回連続。
・中級レベルのジャンプを 1つ行い、すぐに（着地した
脚で）中級レベルのピポットを行う。
・中級レベルのジャンプを 1つ行い、すぐに（柑地した
脚で）中級レベルのバランスを行う。
・中級レベルのピポットを 1つ行い、すぐに（支持脚を
替えず）中級レベルのバランスを行う。
. 3つの必須な諸要素群の 1つに属する要素で、必須の
難度にすでに使用されたものとは違う要素。

高級難度

I I 

ジャンプ ピポット バランス 要素群からの選択

浪点：高級難度の実施において、徒手の必須の要素群を入
れなかった場合、 1つにつき 0.30点。

（注） l．ある構成が 4つの高級難度を含み、そのうちの 1つ
に徒手の 3必須要素群の 1つが使用されていない場
合には、上記のように 0.30点の城点となるが、難度
の数としては足りていると見なされる。
2. もし高級難度が 1つ欠けている場合には（それが必須
徒手要素群を含む 3高級難度の 1つであろうと、選
択できる高級難度であろうと）、城点は「高級難度の
欠落」により 0.60点である。

4) 8個の難度は構成中に平均して醗分されていなくてはな
らない。

城点：不均衡な舵分については（）．20点

2.左手の醒度
左手の難度として数えられるのは、左手で始めて左手で
終わった場合の動きである。

l)ポール、輪、リポンの演技については， 4高級難度のう
ち、 1つは左手で実施されなくてはならない。

減点：左手での高級難度が欠けた場合、 0.30点。

（注）構成が 4つの高級難度を含む場合には、難度の数として
は十分と認められる。
義務づけられた左手の高級難度の他に、演技中での左手
と右手の動きのバランスはとれていなくてはならない。

減点：左手と右手の動きのバランスが悪い場合、 0.20点

(1990年度版採点規則より抜粋）
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中級難度 高級難度

Iジャンプ Iジャンプ
1.開脚跳び 1.中間にステップを人れないで 2以

上連続の開脚跳ぴ。

戸乞し。r-}勺 戻ユ紅及賛
2. 2．空巾で半回転（またはそれ以上）

をする開脚跳び。

ク/ん-？合一ここ已介へ

3. 3.脚を替えての開脚跳び。

E JヽO ー̀：～、辺べ）・ーゴベニ牙べ’ 
4.鹿跳び 4.中間にステップを入れない 2回以

上連続の鹿跳び。

- JO/./l)/  

戸ふf]〗 クク9-』”ご/介1介1.だ~ ー..,,,／外” 

5．反り跳び 5.中間にステップを人れない 2回以

上連続の反り跳び。

兄〉t 亙`》附
6. 6.空中で半回転をする反り跳び。

〗》<,『
図1 ジャンプの難易度 (1990年度版採点規則より抜粋）
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中級難度 高級難度

IIバランス
バランスはポーズでの明らかな

停止がなくてはならない。

1.さまざまな姿勢での、片脚を水

平面に上げた爪先バランス。

］二 or予ー

IIバランス
バランスはポーズでの明らかな

持続がなくてはならない。

1．さまざまな姿勢での、片脚を頭
まで上げた爪先バランス。

亨工 or 

／
 

ふ
1
ー
ー
上

2.胴の背面屈を伴う爪先バランス oI 2.胴の大ぎな背面屈をし、さまざ
まな姿勢で片脚を水平に伸ばした

爪先バランヌ。

＇ 
0̀
‘ 

or ゲ 灼一 or号
．
 

r
3
 

3.片脚を前方に上げ、胴の大きな

背面屈をしながら片膝でバランス

を取る。（手での支持なしに）

一4. 4.片脚を後方に上げ、胴の大きな
背面屈をしながら片膝でバランス

を取る。（手での支持なしに）

ヅ
5． 空いている片脚を水平に上げて 15．空いている片脚をほとんど垂直
の爪先バランス、および空いてい にまで上げての爪先立ちのバラン
る片脚をほとんど垂直にまで上げ ス。

ての片脚支持のバランス。

干 一
吋
ー
1

l
 

ベ｝

丁
図2 バランスの難易度 (1990年度版 採点規則より抜粋）
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中級難度 高級難度

3. 胴の動きを伴うピボット(360)。 3. 胴の動きを伴うダブル・ピボッ

ト(720度）。

>”,、、6守 -"'［＼ roノ 尺乃『『
4.ピボット (360度）を行いながら、 4．ダブル・ピボット (720度）を行い

空いているほうの脚を前方から後 ながら、空いているほうの脚を前

方（または後方から前方）へと水平 方から後方（または後方から前方）

面上に移動させる。 へと水平面上に移動させる。

”．、〖／呼の 4パ／ .、J"K-c::10)/ 門J"・/1O)、4'/0、／

5.胴の背面屈を伴うピボット。 5.胴の背面屈をしなが、空いてい

る脚を水平に伸ばして前方から後

方へと移動させながら、ピボット

(360度）を行なう。

〖り f9 『 〗7予?f/—]/
6. 360度の形の違うピボットを 2 6. 360度の形の違うピボットを 2

回、支持脚を替えながら連続して 回、支持脚を替えないで連続して

実施する。 実施する。

”1< プ1〇、’1戸＼／介”11a／9 ／ft.ト/ 會『予冒予
7. 360度の連続ピボットを 2回、 7. 360度の連続ピボットを 3回、

そのつどかかとをつけて行う。 そのつどかかとをつけて行う。

恨¢ 吋叫1？＼／鷹只イ訂の必／ Iグl,ら1、叫]ィ〗0\/『P4 >%‘}/ 

図3 ピボットの難易度 (1990年度版採点規則より抜粋）
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中級難度 高級難度

4． 腕の動きを組み合わせて垂直に 14 幾つかの腕の動きを組み合わて
大開脚をしながら胴の前屈を行う。 垂直（またはそれ以上）にはっきり

と保持された大開脚をしながら胴

‘̀‘,'5-

土
‘
冴
，
｀
 

／

、

‘、̀

の前屈を行う。

.{:hl 
5. 胴の前屈を行ないながら片脚で
1回転し、空いているほうの脚は
大開脚で垂匝面を通す（もぐり回
転）。

¥-
u
r
-

、‘、、"、

l

、
‘
J
1
-

●
‘
4
4
 

9
,

＇‘ 
ヽ`
‘A¥
 

‘

,

l

 

ャ

、/
｀
 
，` ,̀ 

5. 胴の前屈を行ないながら片脚で

1回転し、空いているほうの脚は

大開脚で垂直面を通す。

中間のステップをいれないで繰

り返す。

:,9̀.,`  .... ：＼ヽ；鸞If:！’9:］、；瓜‘}＼ 
6． 片脚支持で前方への大開脚をし 16． 爪先支持で前方への大開脚をし
ながら、胴の後屈を行う。 ながら、胴の後屈を行う。

>
/ 

7. 床に大開脚をし、胴を一方の脚 I7. 
に傾けて開脚のまま側転を行う。

入— グ―•
→ヒ竺玄こ＝＝琴一

8. 8.腹這いになり、垂直（またはそれ
以上）胴を上げる（胴の屈）。

と
図4 柔軟性の難易度 (1990年度版採点規則より抜粋）
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ジャンプ難度表

4.1.1 A難度

1.前方または側方への開脚ジャンプ

二 こ
Fig. la Fig. lb 

2.側方ジャンプ
． 

二
Fig.2 

4.1.2 B難度

1.バックル・開脚ジャンプ

忙

Fig. I 

2.胴の後屈を伴う開脚ジャンプ

¥ 

Fig.2 

3.空中で半l叩］転（またはそれ以1.:.）しなが
らの開脚ジャンプ

ニニへ
Fig.3 

4.伸ばした脚をかかえての、または曲げ

た開脚ジャンプ（脚は伸ばすか曲げる）

二、二こ
Fig.4a Fig.4b 

図5 ジャンプの難易度 (1998年度版 採点規則より抜粋）
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バランス難度表

4.2.1 A難度 4.2.2 B難度

9.片脚は、片手、両手、または手具を 12.前方へ開脚（頭の位置）
使って支える

Fig.9 Fig.2 

10. 片脚は、片手、両手、または手具 |3.側方へ屈身（頭の位置）
を使って支える

Fig. 10 Fig.3 

11.後方への開脚 ll.後方への開脚（頭の位置）

Fig. 11 Fig.4 

12. バックルでのバランス、上挙の脚 |12.バックルでのバランス（頭の位置）
を手またわ手具を使って支える

Fig. 12 Fi_g. 5 

図6 バランスの難易度 (1998年度版 採点規則より抜粋）
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ピポット難度表

4.3.1 A難度 4.3.2 B難度

16.ダプルピボット (720度）、前月または

側方の開脚、手または手具の助けを借

りて

Fig. 16 

15.バックルピポット (360度） I 11.バックルでのダプルピボット
片手または手具の助けを借りて

Fig. 15 

16.ピボット (360度） I 18．後方に開脚し：i：［：0度ピボット
手または手具の助けと共に後方に

開脚して ― 

.“ r
 

2) 

Fig. 16 Fig. 18 

19.ピボット (360度）、回転の間、胴を後

屈すると共に前方に開脚

Fig. 19 

図7 ピボットの難易度 (1998年度版採点規則より抜粋）
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柔軟難度表

4.4.1 A難度 4.4.2 B難度

6. 屈曲、前方開脚に伴う胴の後屈、爪

先立ちで

Fig.6 

7.水平面以下の後屈 7. 腹逼いになり、背面に胴を後屈まで
上げる

りロ
Fig. 7 Fig. 7 

8.片脚支持でのもぐり回転 8. 2回連続もぐり回転、片脚支持で支

い） （床に一時的に片手をついてもよ1:門冒げ＼床に、身休の一部か触れ
”會 -•←-、ヽ

ヽ I ., ヽ
I ヽ I ヽ
I ヽ ＇ 

＼ 

＼ I I 
I I 
I I 

＼ I 
I 

＼ I ＼ 
／ 

ヽ /＇ 
ヽ

／ ヽ
ヽヽ ./  

Fig.8 Fig.8 

9. 胴を後屈させると共に後脚支持で身
休を回旋させる〈逆イリュージョン〉

II I 嘉、＇，
I 

ヽ

Fig.9 

図8 柔軟性の難易度 (1998年度版 採点規則より抜粋）
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まとめ

新体操のルーツは、 1920年代ドイツを中心に、

「体操改革運動」が起り、 1922年、「芸術的な身体運

動に関する会議で新体操の方向が確認された事にあ

ると考えられる。それはやがてヨーロッパ諸国に普

及していった。また、手具体操としてはメダウ

(H.Medau) がリズム体操を学び体操の中にいろい

ろな手具（ボール、こん棒、なわ、タンバリン等）を

持ち込み手具体操の体系化を図った。この歴史によ

り、ヨーロッパ諸国は今も新体操が盛んであり、世

界の強国を生み出した所為であろう。

日本は1946年に日本体操協会が設立され、初め団

体徒手体操として行なわれていた。 1968年新体操と

改称し現在に至っている。 1878年、体操伝習所が設

立され教授のリーランド (a.A.Leland) は米国式の

体操を中心に西洋遊戯、スポーツ、人体測定などを

一緒に伝えた。彼の体操は亜鈴（あれい）、球竿

（きゅうかん）、豆嚢（とうのう）、梶棒（こんぼう）

などの運動から成り立ち、軽運動、軽体操、普通体

操と呼ばれた。手具を使用した運動であり、後に、

学校体操の中心となる徒手体操と手具体操であっ

た。そして1950年の第12回世界体操競技選手権大会

のとき、体操競技の 1種目として手具を持って演技

された。

世界新体操選手権大会は第1回、 1963年ブタペス

トで開催された。この時は個人種目のみであった。

1969年に日本の団体が参加、 1971年ハバナの大会

で個人総合と団体総合に初参加した。この大会で団

体は 5位の成績を取っている。これまでの大会では

ソ連は 7回ブルガリアは 9回優勝している。

オリンピックは、 1984年ロサンゼルス大会からで

個人種日のみであった。 1996年アトンタ大会から団

体種目と個人種目の両方が行われるようになった。

世界選手権大会の開催が継続されてきたこと、オリ

ンピックの種目になった事は、新体操発展に大きな

原動力となり、日本及び世界の新体操を普及発展さ

せた。

採点規則については、 1973年、 1990年、 1998年を

比較してみた。点数配分は1973年に構成7.00実施

3.00で構成が重視されていた。 1990年も、構成6.50、

実施3.00でやはり構成重視であるボーナス加点0.50

点が加えられたことが大きな違いとなった。これに

より熟練度、独創性、リスク等の新要素が加わり、

新しい方向へ発展してきた。 1998年では、構成10点、

実施10点と同配分となったことが大きい変化であ

る。更に構成の中が、技術価値と芸術価値に分かれ

たことも大きな変化をもたらした。技術の高さ、難

度も多く取り入れ、追加の難度としてボーナス加点

となることになった。芸術価値の中にも、振り付け

の独創性や、音楽、制御力等のボーナス加点が入っ

た。また難度のレベルが中級、高級から、 A、B、

C、Dの4段階になった。これは、組み合わせや、

難度の多様性を要し、高い技術価値や、運動能力に

よる変化であろう。 1973年から1998年にかけて、共

通していることは、徒手の重要性である。徒手の中

で、バランス、ジャンプ、ピボットが重要視されて

いる。難度の内容の技術が高度になり、細かく明確

に示され要求されてきた。この徒手が新体操にとっ

て、不可欠の重要な要求である。したがって、徒手

の能力を高め、技術力を向上していくことが必要で

あることがわかった。 1998年には柔軟性も徒手とし

て重要な要素となってきた。 1973年、 1990年、 1998

年を通して考えると手具操作の多様性、徒手要素の

多様性が構成に変化をもたらし、芸術的価値を高め

る上で重要な要因であるといえる。更に手具操作と

徒手要素の調和が新体操にとって重要な構成要素で

あることがわかった。今回新体操のルーツを知る事

により、新体操には身体運動つまり徒手要素による

芸術的価値観は不変であり、重要である事を確認す

る事が出来た。

時代を経ても採点規則が変化しても、徒手要素が

失われる事はなかった。手具を持つ事で内容や芸術

は発展してきたと言えよう。新体操は将来、手具の

技術のみ、あるいは身体運動の技術のみを追求する

のではなく、手具を伴う身体運動による芸術への方

向性が強いと考えられた。今後も採点規則による変

化に注目し重要な因子は何かについて、より深く研

究に入っていきたい。
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